
JP 4986443 B2 2012.7.25

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通流する冷媒及び吸込んだ外気の間で熱交換を行う室外熱交換器と、該室外熱交換器を
通流する冷媒及び吸込んだ室内空気の間で熱交換を行う室内熱交換器と、該室内熱交換器
で熱交換された空気を室内へ吹き出す室内ファンとを備える空気調和機において、
　寒冷期における快適温度より低く、かつ、前記室内が凍結しない設定温度での低温暖房
運転の実行指示を受け付ける受付手段と、
　前記室内熱交換器の温度を測定する室内熱交温度測定器と、
　前記室外熱交換器及び室内熱交換器を通流する冷媒を圧縮し、暖房運転に対応する経路
で通流させるコンプレッサとを備え、
　前記受付手段にて実行指示を受け付けた場合に低温暖房運転を実行するように構成して
あり、
　前記低温暖房運転実行中は、前記コンプレッサの停止及び前記室内熱交温度測定器の測
定温度に関係無く、前記室内ファンの運転を継続するように構成してあることを特徴とす
る空気調和機。
【請求項２】
　前記室外熱交換器の温度を測定する室外熱交温度測定器と、
　前記室外熱交換器への着霜を検知する着霜検知手段とを備え、
　前記着霜検知手段が着霜を検知したときに除霜運転するように構成してあり、
　前記低温暖房運転の実行中に除霜運転するときは、前記低温暖房運転から除霜運転に移
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行して、前記室内ファンを停止し、さらに、前記室外熱交温度測定器の測定温度が所定温
度に達する迄、除霜運転するように構成してあることを特徴とする請求項１に記載の空気
調和機。
【請求項３】
　前記着霜検知手段が検知したときに、所定時間、前記コンプレッサの出力を所定量に増
加させる手段と、前記所定時間、前記室内ファンの回転数を所定回転数に低減する手段と
を更に備え、前記所定時間が経過した後に、除霜運転するように構成してあることを特徴
とする請求項２に記載の空気調和機。
【請求項４】
　前記設定温度を中心に、所定の第１時間毎に、設定温度を所定幅で変化させる手段を更
に備えることを特徴とする請求項１から３の何れか１項に記載の空気調和機。
【請求項５】
　前記低温暖房運転の実行中に除霜運転を開始して、所定の第２時間経過したときは、除
霜運転を終了するように構成してあることを特徴とする請求項２又は３に記載の空気調和
機。
【請求項６】
　前記室内ファンが吹き出す空気を上下方向に振る電動上下ルーバと、該空気を左右方向
に振る電動左右ルーバとを更に備え、前記受付手段が実行指示を受け付けたときは、前記
電動上下ルーバ及び電動左右ルーバが始動するように構成してあることを特徴とする請求
項１から５の何れか１項に記載の空気調和機。
【請求項７】
　前記低温暖房運転の実行中は、前記室内ファンの回転数を、所定の第３時間毎に、所定
の第１回転数又は該第１回転数より高い所定の第２回転数に切り替えるように構成してあ
ることを特徴とする請求項１から６の何れか１項に記載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷房運転及び暖房運転を行う空気調和機、特に、室外機及び室内機を備えた
セパレート型の空気調和機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の空気調和機の暖房運転では、風量が自動調節される場合、検出した室内温度が設
定温度に近づくと、ヒートポンプのコンプレッサの出力を落とし、機種による差異はある
が、吹出し温度を維持する為に、室内ファンの風量を落とす。
　セパレート型等では、図１に示すように、室内機７は、一般に壁上方に取り付けられて
おり、室内ファンの風量を落とし過ぎると、周囲の空気よりも軽い温風が床に届かなくな
るので、落とす風量の設定には限度がある。但し、インバータ型等では、コンプレッサを
駆動するインバータの周波数を低下させる（出力が落ちる）ので、当然のことながら温風
の温度も下がり、周囲との温度差及び重さの差も小さくなるので、室内ファンの小さい風
量でも温風を床に届かせることができる。
【０００３】
　また、暖房運転時、室外温度が低い場合に、室外熱交換器に着霜する現象が見られる。
時間が経過すると、霜により室外熱交換器が閉塞されて空気が通らなくなり、熱交換でき
なくなるので、除霜運転を行う。また、室外熱交換器には室外熱交温度測定器（霜取サー
モ）が付加されており、除霜運転の制御に利用される。
　除霜運転の開始時期は、室外熱交換器が閉塞されると、室外熱交温度測定器の測定温度
が急激に下がること、また、これにより、外気温度と室外熱交温度測定器の測定温度との
差が急激に変化すること等に基づき決定される。
【０００４】
　除霜運転では、ヒートポンプの四方弁を切り替え、冷房サイクルにして室外熱交換機器
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側にホットガスを流すことによる除霜（サイクル除霜）が一般的である。
　除霜運転は、除霜運転中に室外熱交温度測定器の測定温度が１０℃前後になれば、霜が
除かれたとして終了される。尚、最大除霜運転時間が設けられており、概ね１０～１５分
以上、室外熱交温度測定器の測定温度が上がらない場合、室内温度の低下を防ぐ為に、強
制的に除霜を終了し、通常の暖房運転に復帰する。
【０００５】
　また、室温が設定温度に達してコンプレッサを停止したときは、冷風を防ぐ為に室内フ
ァンを停止させる。室温が設定温度を下回りコンプレッサが再び作動し始めたときには、
室内熱交換器が暖まったのを室内熱交温度測定器の測定温度に基づき確認してから（約２
５℃前後）、室内ファンを作動させる（以下、この運転制御をホットキープ運転と記載す
る）。尚、コンプレッサの停止時でも、室内ファンを停止させない機種も存在するが、ユ
ーザの冷風感を防止する為に、室内ファンの回転数を極端に落とす機種、及びルーバの向
きを上方に固定する機種も存在する。
【特許文献１】特開平７－２２９６６２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　低温暖房運転とは、室内が凍結する程度に寒冷な外気環境下で、空気調和機の暖房運転
を行い、室内の凍結を防止するのを目的とする運転であるので、設定温度は１０℃程度で
良い。この様な運転を通常の暖房運転仕様で行うと、以下のような問題が発生する。
　先ず、低温暖房運転では、室温が設定温度に達してコンプレッサが停止され易くなり、
ホットキープ運転に移行し易いが、ホットキープ運転では室内ファンが止まってしまう為
に、室内温度の分布が均一でなくなる。当然のことながら、床面に近づくに従って温度が
低くなっており、凍結温度である０℃になり易い。しかし、空気調和機の室内機は上方に
設置されている為、床面の温度情報を得ることは難しく、床面の過低温に対応することは
できない。
【０００７】
　また、コンプレッサの停止迄は行かずに、コンプレッサを駆動するインバータの周波数
が低下し、室内ファンを微風で運転している際も、室内機から遠方まで温風が届くとは限
らない。
　また、除霜する際にも、室内熱交換器に蓄えてある熱、及びコンプレッサで冷媒を圧縮
したときに発生する凝縮熱で、室外熱交換器の霜を融解するが、設定温度が元々低温であ
るので、コンプレッサの運転時間が短い。従って、室内熱交換器の温度は低くなりがちで
あり、通常より除霜に使用できる熱量が小さいので、除霜に掛かる時間が長くなる。その
為、除霜運転に入った場合は、確実に除霜する必要が有るが、最大除霜運転時間が設けら
れている為、除霜が中途半端で終わり、霜が残る可能性がある。
【０００８】
　特許文献１には、暖房運転時における室外熱交換器の除霜運転の開始を、圧縮機の運転
状態に応じて切り替える空気調和機の除霜運転制御装置が記載されている。
　本発明は、上述したような事情に鑑みてなされたものであり、寒冷期に快適温度より低
く、室内が凍結しない温度で暖房する低温暖房運転、及び低温暖房運転時の除霜運転を確
実に実行できる空気調和機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決する為に、コンプレッサが停止状態でも、室内ファンを作動させるよ
うにし、室内ファンの回転数が所定回転数以上のときは、従来通り、室内熱交換器の温度
に基づき室内ファンの回転数を制御するが、所定回転数未満のときには室内ファンの回転
数を下げない制御を採用する。これにより、床面及び遠方まで風を届かせ、室内の凍結を
防ぐと共に、室内の温度分布差を小さくすることで、より正確な室内温度を把握する。
　また、除霜運転を基本的には室外熱交換器の温度に基づき終了させることにより、確実
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に除霜することができ、除霜不足による室外熱交換器の氷付け状態を回避する。
【００１０】
　また、連続除霜時間に制限を設け、それ以上除霜を続けて、室内が除霜運転中に凍結す
るのを回避する。
　また、除霜準備モードを設けることにより、短時間に除霜制御を終了させる。　また、
設定温度に幅を設けて振ることにより、設置地域によっては、凍結してしまう可能性があ
る地域でも、室内温度を上げる部分で凍結を回避することができ、より安全に室内の凍結
を防止できる。
　また、ルーバを動かすことにより、より隅々まで風を送ることが可能となる。
【００１１】
　本発明に係る空気調和機は、通流する冷媒及び吸込んだ外気の間で熱交換を行う室外熱
交換器と、該室外熱交換器を通流する冷媒及び吸込んだ室内空気の間で熱交換を行う室内
熱交換器と、該室内熱交換器で熱交換された空気を室内へ吹き出す室内ファンとを備える
空気調和機において、寒冷期における快適温度より低く、かつ、前記室内が凍結しない設
定温度での低温暖房運転の実行指示を受け付ける受付手段と、前記室内熱交換器の温度を
測定する室内熱交温度測定器と、前記室外熱交換器及び室内熱交換器を通流する冷媒を圧
縮し、暖房運転に対応する経路で通流させるコンプレッサとを備え、前記受付手段にて実
行指示を受け付けた場合に低温暖房運転を実行するように構成してあり、前記低温暖房運
転実行中は、前記コンプレッサの停止及び前記室内熱交温度測定器の測定温度に関係無く
、前記室内ファンの運転を継続するように構成してあることを特徴とする。
　さらにこの空気調和機では、前記室外熱交換器の温度を測定する室外熱交温度測定器と
、前記室外熱交換器への着霜を検知する着霜検知手段とを備え、前記着霜検知手段が着霜
を検知したときに除霜運転するように構成してあり、前記低温暖房運転の実行中に除霜運
転するときは、前記低温暖房運転から除霜運転に移行して、前記室内ファンを停止し、さ
らに、前記室外熱交温度測定器の測定温度が所定温度に達する迄、除霜運転するように構
成してあることを特徴とする。
【００１２】
　本発明に係る空気調和機は、寒冷期における快適温度より低く、かつ、室内が凍結しな
い設定温度での低温暖房運転の実行指示を受け付ける受付手段を備え、該低温暖房運転の
実行指示を受け付けたときは、室内を快適温度よりも低い温度でかつ室内が凍結しない温
度に保つ低温暖房運転をする。
　さらにこの空気調和機では、室内熱交換器の温度を測定する室内熱交温度測定器と、室
外熱交換器及び室内熱交換器を通流する冷媒を圧縮し、暖房運転に対応する経路で通流さ
せるコンプレッサとを備え、低温暖房運転実行中は、コンプレッサの停止及び室内熱交温
度測定器の測定温度に関係無く、室内ファンの運転を継続する。
　さらにこの空気調和機では、室外熱交換器への着霜を検知する着霜検知手段が室外熱交
換器への着霜を検知したときに除霜を開始し、低温暖房運転の実行中に除霜するときは、
室内ファンを停止し、さらに、室外熱交換器に設けられた室外熱交温度測定器の測定温度
が所定温度に達する迄、除霜する。
【００１３】
　本発明に係る空気調和機は、前記着霜検知手段が検知したときに、所定時間、前記コン
プレッサの出力を所定量に増加させる手段と、前記所定時間、前記室内ファンの回転数を
所定回転数に低減する手段とを更に備え、前記所定時間が経過した後に、除霜運転するよ
うに構成してあることを特徴とする。
【００１４】
　この空気調和機では、着霜検知手段が検知したときに、所定時間、コンプレッサの出力
を所定量に増加させ、所定時間、室内ファンの回転数を所定回転数に低減し、所定時間が
経過した後に除霜する。
【００１５】
　本発明に係る空気調和機は、前記設定温度を中心に、所定の第１時間毎に、設定温度を
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所定幅で変化させる手段を更に備えることを特徴とする。
【００１６】
　本発明に係る空気調和機は、前記低温暖房運転の実行中に除霜運転を開始して、所定の
第２時間経過したときは、除霜運転を終了するように構成してあることを特徴とする。
【００１７】
　本発明に係る空気調和機は、前記室内ファンが吹き出す空気を上下方向に振る電動上下
ルーバと、該空気を左右方向に振る電動左右ルーバとを更に備え、前記受付手段が実行指
示を受け付けたときは、前記電動上下ルーバ及び電動左右ルーバが始動するように構成し
てあることを特徴とする。
【００１８】
　この空気調和機では、電動上下ルーバが、室内ファンが吹き出す空気を上下方向に振り
、電動左右ルーバが、室内ファンが吹き出す空気を左右方向に振り、受付手段が低温暖房
運転の実行指示を受け付けたときは、電動上下ルーバ及び電動左右ルーバが始動する。
【００１９】
　本発明に係る空気調和機は、前記低温暖房運転の実行中は、前記室内ファンの回転数を
、所定の第３時間毎に、所定の第１回転数又は該第１回転数より高い所定の第２回転数に
切り替えるように構成してあることを特徴とする。
【００２０】
　この空気調和機では、低温暖房運転の実行中は、室内ファンの回転数を、所定の第３時
間毎に、所定の第１回転数又は第１回転数より高い所定の第２回転数に切り替える。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明に係る空気調和機によれば、寒冷期に快適温度より低く、室内が凍結しない温度
で暖房する低温暖房運転、及び低温暖房運転時の除霜運転を確実に実行できる空気調和機
を実現することができる。また、安全に低温暖房運転を続けることができる。
　尚、通常の暖房運転では、設定温度１０℃では、まずコンプレッサのモータを駆動する
インバータの周波数が落ちるに従って、室内ファンの回転数も落とす為に、室内の隅々ま
で風が行き渡らない可能性がある。コンプレッサを停止した場合（室温が設定温度以上に
なりそうな場合）には、冷風防止の為に室内ファンが停止してしまうので、床面から凍結
する虞があり、その室内の凍結の検知が遅れる可能性がある。
【００２２】
　本発明に係る空気調和機によれば、寒冷期に快適温度より低く、室内が凍結しない温度
で暖房する低温暖房運転、及び低温暖房運転時の除霜運転を確実に実行できる空気調和機
を実現することができる。
　低温暖房運転の実行中の除霜時は、設定温度が低いこともあり、室内熱交換器に蓄熱さ
れにくいので、除霜時間が長くなる傾向があるが、除霜前に、除霜が速やかに実行される
ように準備する準備動作を実行することにより、より速やかに除霜を終了させることがで
きる。
【００２３】
　本発明に係る空気調和機によれば、寒冷期に快適温度より低く、室内が凍結しない温度
で暖房する低温暖房運転、及び低温暖房運転時の除霜運転を確実に実行できる空気調和機
を実現することができる。また、設定温度を振ることにより、より安全確実に室内の凍結
を防止することができる。
【００２４】
　本発明に係る空気調和機によれば、寒冷期に快適温度より低く、室内が凍結しない温度
で暖房する低温暖房運転、及び低温暖房運転時の除霜運転を確実に実行できる空気調和機
を実現することができる。また、除霜の連続運転に制限時間を設けることにより、室内の
凍結を抑止する効果が期待できる。
【００２５】
　本発明に係る空気調和機によれば、寒冷期に快適温度より低く、室内が凍結しない温度
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で暖房する低温暖房運転、及び低温暖房運転時の除霜運転を確実に実行できる空気調和機
を実現することができる。また、電動上下ルーバ及び電動左右ルーバを振ることにより、
より室内の隅々まで風を送ることができる。
【００２６】
　本発明に係る空気調和機によれば、寒冷期に快適温度より低く、室内が凍結しない温度
で暖房する低温暖房運転、及び低温暖房運転時の除霜運転を確実に実行できる空気調和機
を実現することができる。また、室内ファンの低回転数での運転により室内空気を攪拌し
切れない場合でも、定期的に所定時間、室内ファンを高回転数で運転することにより、室
内空気を隅々まで攪拌することができるので、低電力コストで、室内の隅々まで凍結を防
止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下に、本発明をその実施の形態を示す図面に基づいて説明する。
　図１は、本発明に係る空気調和機の実施の形態の構成を模式的に示す断面図である。こ
の空気調和機は、セパレート型であり、家屋１５内の壁際上方に設置され、暖房運転時に
は温風１６を下方へ向けて吹き出す室内機７と、家屋１５の外壁に沿って地面上に設置さ
れた室外機１４とを備えている。室内機７内には、室内機７及び室外機１４に設けられた
各機器を制御するマイクロコンピュータを備えた制御装置２０が設けられている。
【００２８】
　図２は、室内機７の外観を示す斜視図である。室内機７は、図３の側面縦断面図に示す
ように、室内から吸い込んだ空気の温度を測定する室内温度測定器１と、室内からの吸込
口と室内への吹出口とを遮断するように設けられ、吸い込んだ空気と熱交換する室内熱交
換器３と、室内熱交換器３の温度を測定する室内熱交温度測定器２とを備えている。
【００２９】
　室内機７は、また、室内熱交換器３の、室内機７の吹出口側に設けられ、熱交換された
空気を吹出口から吹き出すシロッコ型の室内ファン４と、吹出口に設けられ、吹出される
空気を上下方向に振る電動上下ルーバ５と、吹出口に設けられ、吹出される空気を左右方
向に振る電動左右ルーバ６とを備えている。また、上記各機器を制御するマイクロコンピ
ュータを有する制御部、及び運転ランプ等も備えているが、図示を省略する。尚、ルーバ
については、電動式でない機種でも、低温暖房運転は可能である。
【００３０】
　図４は、室外機１４の外観を示す斜視図である。室外機１４は、図５の分解模式図に示
すように、吸い込んだ外気の温度を測定する外気温度測定器１２と、外気の吸込口と屋外
への吹出口とを遮断するように設けられ、吸い込んだ外気と熱交換する室外熱交換器８と
、室外熱交換器８の温度を測定する室外熱交温度測定器１３とを備えている。
【００３１】
　室外機１４は、また、室外熱交換器８の、室外機１４の吹出口側に設けられ、熱交換さ
れた外気を吹出口から吹き出す室外ファン９と、室内熱交換器３及び室外熱交換器８を結
ぶ図示しない配管内を通流する冷媒を圧縮するコンプレッサ１１と、コンプレッサ１１が
圧縮した冷媒の通流する方向を、冷房時又は暖房時に応じて切り替える四方弁１０とを備
えている。また、室外機１４特有の膨張弁及びキャピラリチューブも備えているが、図示
を省略する。
【００３２】
　図６は、本発明に係る空気調和機の冷凍サイクルを示す配管系統図であり、暖房運転時
（ａ）及び除霜運転時（ｂ）の冷媒の各通流経路を示している。
　この冷凍サイクルでは、暖房運転時（ａ）、室外機１４でロータリ式のコンプレッサ１
１が圧縮して高温高圧にされた気体状の冷媒が、暖房運転用に切り替わっている四方弁１
０及び三方弁１８を経由して、室内機７の室内熱交換器３へ送られる。室内熱交換器３へ
送られた高温高圧の冷媒は、室内ファン４により室内熱交換器３を通過する室内空気に熱
（凝縮熱）を奪われ凝縮して液化し、室内空気の温度は上昇する。
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【００３３】
　液化した冷媒は、室外機１４の二方弁１７及びキャピラリチューブ（毛細管）１９を経
由して、室外熱交換器８へ送られ、その間に減圧される。減圧された冷媒は、室外ファン
９により室外熱交換器８を通過する外気に、気化熱を供給されて気化した後、四方弁１０
を経由してコンプレッサ１１に戻される。コンプレッサ１１に戻された気体状の冷媒は、
再度、圧縮され高温高圧にされて、四方弁１０及び三方弁１８を経由して、室内機７の室
内熱交換器３へ送られる。
【００３４】
　除霜運転時（ｂ）、この冷凍サイクルは、冷房運転時と同様に運用され、室外機１４で
ロータリ式のコンプレッサ１１が圧縮して高温高圧にされた気体状の冷媒が、除霜運転用
（冷房運転用）に切り替わっている四方弁１０を経由して、室外熱交換器８へ送られる。
室外熱交換器８へ送られた高温高圧の冷媒は、室外ファン９により室外熱交換器８を通過
する外気に熱（凝縮熱）を奪われ凝縮して液化する。
【００３５】
　液化した冷媒は、キャピラリチューブ（毛細管）１９及び二方弁１７を経由して、室内
機７の室内熱交換器３へ送られ、その間に、冷媒は減圧される。減圧された冷媒は、室内
ファン４により室内熱交換器３を通過する室内空気に、気化熱を供給されて気化した後、
三方弁１８を経由してコンプレッサ１１に戻される。ここで、気化熱を供給した室内空気
の温度は低下する。コンプレッサ１１に戻された気体状の冷媒は、再度、圧縮され高温高
圧にされて、室外熱交換器８へ送られる。
【００３６】
　以下に、このような構成の空気調和機の動作を、それを示す図７，８，９のフローチャ
ートを参照しながら説明する。
　この空気調和機の制御装置２０は、図示しないリモートコントロール装置での操作に従
い、冷房運転又は暖房運転を従来通り実行する。リモートコントロール装置に設けられた
低温ボタンが操作されると、低温暖房運転を開始する。
　低温暖房運転は、寒冷地における室内の凍結防止を目的としており、通常、室内には人
が居ないことを想定して、冷風感防止などの人に対する配慮は無用とする。また、石油フ
ァンヒータ等を使用するのと比較して、火を使わないので安全性は増すと思われる。
【００３７】
　制御装置２０は、低温ボタンが操作されると、先ず室内温度を１０℃に設定した（Ｓ１
）後、室内温度測定器１が測定した室内温度が１０℃未満であるか否かを判定し（Ｓ３）
、１０℃未満であれば、コンプレッサ１１、室外ファン９及び室内ファン４を起動させて
、設定温度１０℃で暖房運転を開始する（Ｓ５）。この暖房運転を実行中は、電動上下ル
ーバ５を上下方向に振り、電動左右ルーバ６を左右方向に振る。
【００３８】
　尚、制御装置２０は、室内温度の設定温度を１０℃に設定した（Ｓ１）後、１０℃を中
心に、所定時間（例えば１時間）毎に、設定温度を所定幅（例えば２℃）で、１０℃→１
２℃→１０℃→８℃→１０℃→‥‥のように変化させることも可能である。このように設
定温度を振ることにより、より確実に室内の凍結を防止することができる。
　また、室内ファン４の回転数を、所定時間（例えば１０分）毎に、通常の回転数又は通
常の回転数より高い所定回転数に切り替えるようにすることも可能である。これにより、
室内ファン４の通常の回転数での運転で室内空気を攪拌し切れない場合でも、定期的に所
定時間、室内ファン４を通常より高回転数で運転することで、室内空気を隅々まで攪拌す
ることができるので、低電力コストで、室内の隅々まで凍結を防止することができる。
【００３９】
　制御装置２０は、暖房運転を実行中に、室内温度測定器１が測定した室内温度が１０℃
以上になったか否かを判定し（Ｓ７）、１０℃以上になれば、コンプレッサ１１のモータ
を駆動するインバータの周波数を低減して、コンプレッサ１１の出力を所定量低減する（
Ｓ９）。また、室内ファン４の回転数を所定回転数まで低減した（Ｓ１１）後、室内温度
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測定器１が測定した室内温度が１０℃未満であるか否かを判定する（Ｓ３）。
【００４０】
　制御装置２０は、暖房運転を実行中に、室内温度測定器１が測定した室内温度が１０℃
以上になったか否かを判定し（Ｓ７）、１０℃以上になっていなければ、室外熱交換器８
の着霜を検知しているか否かを判定する（Ｓ２１）。着霜を検知していなければ、再度、
室内温度測定器１が測定した室内温度が１０℃以上になったか否かを判定する（Ｓ７）。
　制御装置２０は、室外熱交換器８の着霜を検知していれば（Ｓ２１）、除霜運転を実行
した（Ｓ２３）後、室内温度測定器１が測定した室内温度が１０℃未満であるか否かを判
定する（Ｓ３）。
【００４１】
　制御装置２０は、室内温度測定器１が測定した室内温度が１０℃未満でなければ（Ｓ３
）、室外熱交換器８の着霜を検知しているか否かを判定し（Ｓ１３）、着霜を検知してい
れば、除霜運転を実行した（Ｓ２３）後、室内温度測定器１が測定した室内温度が１０℃
未満であるか否かを判定する（Ｓ３）。
　制御装置２０は、室外熱交換器８の着霜を検知していなければ（Ｓ１３）、室内温度測
定器１が測定した室内温度が１１℃以上であるか否かを判定し（Ｓ１５）、室内温度が１
１℃以上でなければ、再度、室内温度測定器１が測定した室内温度が１０℃未満であるか
否かを判定する（Ｓ３）。
【００４２】
　制御装置２０は、室内温度測定器１が測定した室内温度が１１℃以上であれば（Ｓ１５
）、コンプレッサ１１を停止し（Ｓ１７）、室内ファン４の回転数を所定回転数に維持し
た状態で（Ｓ１９）、室内温度測定器１が測定した室内温度が１０℃未満であるか否かを
判定する（Ｓ３）。室内温度が１１℃以上でなければ（Ｓ１５）、室内温度測定器１が測
定した室内温度が１０℃未満であるか否かを判定する（Ｓ３）。
【００４３】
　室外熱交換器８の着霜の検知は、室外熱交温度測定器１３の測定温度が急激に下がるこ
と、又は、これにより、外気温度と室外熱交温度測定器１３の測定温度との差が急激に変
化すること等に基づき判定される。
　通常は、コンプレッサ１１の出力が落ち、室内熱交換器３の温度が低下してくると、吹
出し温度をできるだけ維持する為に、室内ファン４の回転数も低減させ、また、コンプレ
ッサ１１が停止すれば、室内ファン４も停止させる。しかし、低温暖房運転では、室内熱
交換器３の温度が低下しても、室内ファン４の回転数を所定回転数より下げないようにし
、コンプレッサ１１が停止しても、室内ファン４の回転数を所定回転数に維持しておく。
【００４４】
　これは、室内ファン４を停止させると、室内は、床面から通常は冷えていくが、上方に
取り付けられた空気調和機の室内温度測定器１では、その床面の状況を把握することがで
きないからである。また、室内の凍結防止が目的であるので、室内の床面及び隅々まで０
℃以上の状態に保つ必要がある。
　発明者の試験室での検討結果では、設定温度を１０℃に維持すれば、室内はほぼ凍結し
ないことが判っている。しかし、実際のユーザ宅では、どのような状態で運転されるのか
を、全て把握することは不可能であるので、設定温度を９℃～１４℃の幅で変更すること
により、より確実に凍結防止機能を持たせることができる。設定温度の変更方法は、定期
的に上げ下げできれば良い。尚、リモートコントロール装置等で設定温度を変更するよう
にすることも可能であり、設定温度を振らないようにすることも、また、より高い温度に
維持することも可能である。
【００４５】
　制御装置２０は、除霜運転を実行する際（Ｓ２３）は、コンプレッサ１１が運転中でな
い場合があるので、先ず、コンプレッサ１１が運転中であるか否かを判定し（図８Ｓ３１
）、運転中でなければ、コンプレッサ１１の運転を開始する（Ｓ６３）。次いで、室内フ
ァン４の回転数を所定回転数まで低減し（Ｓ３３）、電動上下ルーバ５を上向きに固定し
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（Ｓ３５）、タイマでの計時を開始した（Ｓ３７）後、コンプレッサ１１の出力を増加さ
せて（Ｓ３９）、除霜準備モードに入る。
【００４６】
　制御装置２０は、除霜準備モードでは、コンプレッサ１１の出力を増加させた（Ｓ３９
）後は、コンプレッサ１１の出力変更を禁止する（Ｓ４１）。３分間計時したときは（Ｓ
４３）、タイマをリセットした（図９Ｓ４５）後、除霜を開始し（Ｓ４７）、再度、タイ
マでの計時を開始する（Ｓ４９）。
　制御装置２０は、除霜を開始した（Ｓ４７）ときは、室内ファン４、室外ファン９、コ
ンプレッサ１１を停止した後、四方弁１０を切り替えて、再度、コンプレッサ１１のみ運
転させて除霜する。
【００４７】
　制御装置２０は、除霜を開始して（Ｓ４７）、３分間計時した後（Ｓ５１）は、室外熱
交温度測定器１３の測定温度が１０℃以上であるか否かを判定し（Ｓ５３）、１０℃以上
であれば、タイマをリセットして（Ｓ５５）、除霜を終了する（Ｓ５７）。除霜を終了し
たときは、コンプレッサ１１を停止した後、室外ファン９の運転を開始し、四方弁１０を
切り替えて復旧した（Ｓ５９）後、リターンして、低温暖房運転を再開する。
【００４８】
　制御装置２０は、室外熱交温度測定器１３の測定温度が１０℃以上でなければ（Ｓ５３
）、除霜を開始して（Ｓ４７）から３０分経過したか否かを判定し（Ｓ６１）、３０分経
過していなければ、更に、室外熱交温度測定器１３の測定温度が１０℃以上であるか否か
を判定する（Ｓ５３）。以下、室外熱交温度測定器１３の測定温度が１０℃以上になるか
（Ｓ５３）、３０分経過するまで（Ｓ６１）、除霜を続行し、測定温度が１０℃以上にな
るか（Ｓ５３）、３０分経過すると（Ｓ６１）、タイマをリセットして（Ｓ５５）、除霜
を終了する（Ｓ５７）。
【００４９】
　ユーザが長期に家を離れる場合などで、低温暖房運転を繰り返して行くと、室外熱交換
器８に着霜していく。そこで、着霜したと検知したときは、除霜準備モードに入り、コン
プレッサ１１のモータを駆動するインバータの周波数を上げて行き、コンプレッサ１１の
能力を高め、室内熱交換器３の温度を上昇させる。
　除霜準備モードは３分で終了するが、終了するまでに、室内温度測定器１の測定温度が
設定温度（１０℃）まで上昇しても、コンプレッサ１１の運転を続行する。また、室内フ
ァン４の回転数を所定回転数まで低減し、電動上下ルーバ５の方向を上方に固定して、シ
ョートサーキット状態にして、できるだけ熱を蓄えて除霜に備え、除霜準備モードで３分
経過すると、除霜を開始する。
【００５０】
　除霜は、室内ファン４、室外ファン９及びコンプレッサ１１を停止し、四方弁１０を切
り替えた後、再びコンプレッサ１１のみ運転させて開始する。最低３分間はコンプレッサ
１１の運転を続けた後、室外熱交換器８の温度を監視して１０℃に達すると、除霜は終了
したと判断して、除霜運転を終了する。また、除霜を開始して３０分経過しても、室外熱
交換器８の温度が１０℃に達しない場合は、除霜運転を強制終了する。
　除霜運転を終了又は強制終了するときは、コンプレッサ１１の運転を停止し、室外ファ
ン９の運転を開始して、冷媒の圧力差を低減しながら、四方弁１０を暖房サイクル側に切
り替えた後、低温暖房運転を再び開始する。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明に係る空気調和機の実施の形態の構成を模式的に示す断面図である。
【図２】本発明に係る空気調和機の室内機の外観を示す斜視図である。
【図３】本発明に係る空気調和機の室内機の要部構成例を示す側面縦断面図である。
【図４】本発明に係る空気調和機の室外機の外観を示す斜視図である。
【図５】本発明に係る空気調和機の室外機の要部構成例を示す分解模式図である。
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【図６】本発明に係る空気調和機の冷凍サイクルを示す配管系統図である。
【図７】本発明に係る空気調和機の動作を示すフローチャートである。
【図８】本発明に係る空気調和機の動作を示すフローチャートである。
【図９】本発明に係る空気調和機の動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００５２】
　１　室内温度測定器
　２　室内熱交温度測定器
　３　室内熱交換器
　４　室内ファン
　５　電動上下ルーバ
　６　電動左右ルーバ
　７　室内機
　８　室外熱交換器
　９　室外ファン
　１０　四方弁
　１１　コンプレッサ
　１２　外気温度測定器
　１３　室外熱交温度測定器（霜取サーモ）
　１４　室外機
　１５　家屋
　１６　温風
　１７　二方弁
　１８　三方弁
　１９　キャピラリチューブ（毛細管）
　２０　制御装置
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